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要 旨 

概 要 

沼津市芹沢光治良記念館 ２階市民ギャラリーで開催 

「気になるもの。 菊地治彦写真展」 

お問い合わせ先 

沼津市芹沢光治良記念館 2階市民ギャラリーにおいて、市民による写真展が開催されます。 

１ 日 時 令和４年８月６日（土）～令和４年８月２８日（日） 

９時～１６時３０分（入館は１６時まで） 

２ 場 所 沼津市芹沢光治良記念館２階市民ギャラリー（沼津市我入道蔓陀ケ原５１７－1） 

３ 休 館 日 毎週月曜日・8月 12日（金） 

４ 入 館 料 高校生以上１００円 小人５０円（市内の小中学校に通う児童・生徒は無料） 

*広報ぬまづ 7月 1日号掲載の市民無料券をご利用いただくと 1枚につき 4名まで無料です。 

５ 特 徴  

菊地治彦氏が「興味を持ったもの」をテーマとして撮影した写真 24点を展示します。 

６ そ の 他 主催者・菊地氏による本展示説明文 

沼津市教育委員会事務局 文化振興課 沼津市芹沢光治良記念館 

直通：055-932-0255（月曜休館）   

 

「気になるもの」 

「気になる」という語は、実際とても「気になる」ものであって、これを辞書で引いてみると、「どう

なるか？という先行きの不安が、その人の脳裏を支配すること（新明解国語辞典）」しか表記されて 

いない。つまり、以前の意味は、どちらかというとマイナ

ス思考で考えられていたのだが、どうも最近の「気にな

る」は「興味がある」というプラスの意味でもよく使用

されるようだ。異性に対して「気になるヒト」とくれば、

「不安な人」のことではないだろう。勿論ワタシは新し

い人間であるがゆえ、この写真展のタイトル「気になる

もの」とは「興味のあるもの」であるが、「先行きの不

安」も当然あるのである。 

 

 

 

本展示の詳細に関する問い合わせは下記までお願いします。 

・主催者氏名・連絡先菊
き く

地
ち

治
はる

彦
ひこ

 電話 090-7910-9040（１０時～17時） 

 

 

展示作品の一部 




